
路面復旧監督事務費の計算方法（R8.10.1適用）

　裁定面積[m2] ＝ 掘削面積[m2]×1.3

　  ※ 少数点以下の端数は切り上げ。

　路面復旧監督事務費[円] ＝ 裁定面積[m2] × 工事費単価[円/m2] ×0.1

　　※ 10円未満切り捨て。

（参考表）掘削面積10m2の場合の路面復旧監督事務費

工事費単価
（R8.10.1　改定単価）

（参考）
掘削面積10m2の場合の
路面復旧監督事務費
※ 10円未満切り捨て

[円/㎡] [円]

① 10m2×1.3×①×0.1
表層（密粒度アスファルト） t= 5 cm

上層路盤（再生粒度調整砕石　ＲＭ－40） t= 15 cm

表層（密粒度アスファルト） t= 5 cm

基層（粗粒度アスファルト） t= 5 cm

上層路盤（再生粒度調整砕石　ＲＭ－40） t= 15 cm

表層（密粒度アスファルト） t= 5 cm

上層路盤（瀝青安定処理） t= 10 cm

上層路盤（再生粒度調整砕石　ＲＭ－40） t= 30 cm

表層（密粒度アスファルト） t= 5 cm

基層（粗粒度アスファルト） t= 5 cm

上層路盤（瀝青安定処理） t= 10 cm

上層路盤（再生粒度調整砕石　ＲＭ－40） t= 30 cm

表層（コンクリート） t= 15 cm

上層路盤（再生粒度調整砕石　ＲＭ－40） t= 15 cm

表層（開粒度アスファルト） t= 4 cm

上層路盤（再生砕石　ＲＣ－40） t= 10 cm

表層（開粒度アスファルト） t= 5 cm

上層路盤（再生砕石　ＲＣ－40） t= 20 cm

表層（密粒度アスファルト） t= 5 cm

基層（粗粒度アスファルト） t= 5 cm

上層路盤（再生砕石　ＲＣ－40） t= 20 cm

表層（コンクリート） t= 7 cm

上層路盤（再生砕石　ＲＣ－40） t= 10 cm

表層（コンクリート） t= 10 cm

上層路盤（再生砕石　ＲＣ－40） t= 20 cm

インターロッキング

砂またはモルタル t= 3 cm

上層路盤（再生砕石　ＲＣ－40） t= 10 cm

インターロッキング

砂またはモルタル t= 3 cm

基層（粗粒度アスファルト） t= 5 cm

上層路盤（再生砕石　ＲＣ－40） t= 15 cm

コンクリート平板 t= 6 cm

上層路盤（再生砕石　ＲＣ－40） t= 10 cm

砂利道

表層（粒度調整砕石　Ｍ－40） t= 10 cm

上層路盤（再生砕石　ＲＣ－40） t= 10 cm

17,860

9,814 12,750

歩道部

17,250 22,420

21,096 27,420

29,974 38,960

29,885 38,850

35,327 45,920

13,888 18,050

31,477 40,920

13,740

歩車別 舗装構成

車道部

15,629 20,310

22,655 29,450

33,027 42,930

44,071 57,290

36,424 47,350


